
 

 
 

支払基金統一事例 

【 検査 】 

 

８７ 急性胃腸炎に対するロタウイルス抗原定性（糞便）等の算定について 

 

《令和６年３月２９日》 

 

○ 取扱い 

 

ロタウイルス感染症疑いがない急性胃腸炎に対するＤ012「８」ロタウイル

ス抗原定性（糞便）、ロタウイルス抗原定量（糞便）の算定は、原則として認

められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

ロタウイルスは、感染力も強く、ロタウイルス感染性腸炎は、小児仮性コレ

ラと言われる如く激しい水溶性下痢を特徴とする。 

本検査は、ロタウイルス感染性腸炎の診断において特異度が高い検査とし

て位置づけられている。 

以上のことから、ロタウイルス感染症疑いがない急性胃腸炎に対するＤ012

「８」ロタウイルス抗原定性（糞便）、ロタウイルス抗原定量（糞便）の算定

は、原則として認められないと判断した。 
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